
The Creative Education Program 
about local problems

⼤学院 副専攻プログラム
「地域創造科⽬」
Minor program for the graduated students ：

Global-Local Education and Research Center 
地域実践教育研究センター



大学院副専攻プログラム: 「地域創造科目」
Graduate School   Minor program： Creative education program about local problems

複雑で解決困難な地域課題を題材に、各専門分野の活かし方を発見し開拓するプログラム.
This program trains students to find and develop their own specialty in the local subject 

in which solutions are complicated  and difficult.

地域創造論
core subject
Solution

international 
social science

Environment
and

information

urban innovation

Education Engineering
Science

国際社会科学 環境情報

都市
イノベーション

教育学 理工学

VisionProblem
予想される将来の進路・人材像

・国内外 行政関係
・コンサルタント
・建築家
・まちづくり、NPO
・地域プロデューサー
・研究者、教員
・会社経営者



地域創造科目のシラバス



履修登録について

出典：シラバス



科目の構成

出典：シラバス



コア科目：地域創造論
Core-Lecture subjects：Globalized Local Studies 

事業家・行政・教員等による講義
by the businessman, government, professor.

学際的チームによる政策や事業の提案
Policy and Business scheme proposal

by Interdisciplinary teams

Lectures

Group Works



専門型関連科目・実践型関連科目

各授業の提供形態：

①すべての大学院学生が履修可能な授業科目

②すべての大学院学生が履修可能な授業科目であるが、
履修するための前提条件が付された授業科目

③所属大学院学生のみが履修可能な授業科目

出典：シラバス



実践型関連科目：その他「独自に参画する実践性の高い活動」

実践型関連科目：
その他：「独自に参画する実践性の高い活動」

［様式2］：地域創造科目「修了申請要項」掲載されている
「その他」の認定申請書『実践活動報告書』と『レポート』の２点の提出が必要です。

http://www.chiki-ct.ynu.ac.jp/education  の最下段に［様式2］が掲載されてます。

地域課題実習など、実践性の高い活動については、
審査の上、当プログラム上のみ独自認定（2単位相当）とする。

出典：シラバス



「地域創造科目 参画登録申請」フォームへの申請

出典：シラバス



「地域創造科目 参画登録申請」フォームへの申請 http://chiki-ct.info/sozo



［様式1］ 「地域創造科目 参画登録申請」フォームへの申請
http://chiki-ct.info/sozo
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［様式1］に記載する内容
（手持ち用資料：エクセルデータ）

「参画登録フォーム申請書」に記入する前に、この資
料（エクセル）に申請する内容を記載し、各自手元に
保管しておいた方がいいです。

［様式1］ 「地域創造科目 参画登録申請」フォームへの申請
http://chiki-ct.info/sozo
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［様式2］はWord書面です。WEBサイトからダウンロード可能。

［様式2］地域創造科目 実践型関連科目『その他』実践活動報告書
http://chiki-ct.info/sozo

*様式2の提出を必要とする対象者：実践型関連科目を「その他『独自に参画する
実践性の高い活動』」で独自認定されたい方です。

*副専攻プログラム「地域創造科目」においては、地域課題実習や地域における
ボランティア活動などを、「実践型関連科目」における「その他『独自に参画する実
践性の高い活動』」として、副専攻プログラム「地域創造科目」上では2単位相当
の単位を独自認定するために申請することができます。（ただし正規単位にはな
りません。）

①まず、地域創造科目を参画登録する際に、様式1の「地域創造科目 参画登録
申請フォーム」において、実践型関連科目の「その他」として実践する活動内容を
記載してください。

②1年ほどの実践活動を踏まえて、修士課程の修了をむかえる年度末（2月中旬）
までに、様式2の「実践活動報告書」を記載して、地域実践教育研究センターまで
メールで提出してください。

③その他『独自に参画する実践性の高い活動』として「地域課題実習」を選択する
場合には、学部副専攻プログラム地域交流科目の履修案内（シラバス）を参照に
して、参画するプロジェクトを「地域課題実習への参画プロジェクト申請サイト」へ
参画登録してください。



修了認定について

出典：シラバス



教育研究科、国際社会科学府、環境情報学府、理工学府の学生対象：
「地域創造論」の単位履修・時間割コードの選択について

「地域創造論」の単位を自分自身が在籍する専攻の修了要件の単位数に入れたい場合は、
各学府によって特殊な取り扱いが必要になります。
—————
「地域創造論」に関わる時間割コードは、シラバス上に３つあります。（時間割コードの細かい数値は、毎
年変わる場合があります。）
9GC2101（大学院 全学教育科目）
RC00060（都市イノベーション学府）
UC07008（先進実践学環 学府）

◯学務情報システム上の履修登録においては、学生各自が所属する学府・研究科における「地域創造
論」の時間割コードを履修登録する必要性があります。ただし、教育研究科、国際社会科学府、環境情報
学府、理工学府の学生で、「地域創造論」の単位を自分自身が在籍する専攻の修了要件の単位数に入
れたい場合は、自身が所属する学府の学務係（事務）にお問合せをして確認しください。



地域創造論



2050年までをシミュレーションし、創造する。

昨年度までのテーマ「次世代の横浜・神奈川地域像を素描する」においては、2030年代半ばか

ら2050年まで頃を想定して、「バックキャスティング」手法により、目指すべき将来ビジョンを明

確にしつつ、現在起こすべきアクションを考えることを行なった。

今年度からのテーマは、昨年度までのテーマを踏まえて上書きし、「2050年までをシミュレー

ションし、創造する。」をテーマとする。2050年を「鮮やかに創造」できるようになるよう、「客観的

な分析を通じたシミュレーション力」と「学際的な視点や知識を融合した創造力」を養うことを目

標として、各講義とグループワークを実施する。

●グループワーク

2050年は具体的にどのような状況になりそうなのか、対象地域を選定し、資料、データ、現地

調査、ヒアリング調査等により客観的に分析し2050年までの状況をシミュレーションする。分析・

シミュレーションを踏まえて、どのような方法で課題を克服していけば、どのような状態になれる

かビジョンを提示する。



回 日程 講義テーマ 講師

01 10月9日
オリエンテーション：
地域創造論 / 副専攻プログラムについて / 履修者からの自己紹介 志村真紀（地域実践教育研究センター)

02 10月16日 概論1：ポートランドに学ぶ地球本位のこれからの都市づくり 山崎満広（客員教授）

03 10月23日 概論2：「ゼロからの『資本論』」を読んで
（ディスカッション形式 ※課題図書）

志村真紀

池島祥文（国際社会科学研究院）

04 10月30日 ゲスト講義1：人生100年時代のつながりづくり 関 ふ佐子（神奈川大学）

05 11月6日 ゲスト講義2：
途上国の都市を整備するーインフラとローカルコモンズ

三木はる香

(世界銀行東京開発ラーニングセンター）

06 11月13日 グループワークに向けたワークショップ：
各学生の専門,  研究内容に関する発表 志村真紀・矢吹剣一（・山崎満広）

07 11月20日 概論3：都市のプランニング・メソドロジー 矢吹剣一（都市イノベーション研究院）

08 11月27日 ゲスト講義3：これからの時代に向けて考えたいこと
（ディスカッション形式）

岡部友彦（コトラボ合同会社）

09 12月4日 「グループ」結成 志村真紀・矢吹剣一

10 12月11日 グループワーク1
11 12月18日 グループワーク2
12 12月25日 グループワーク3 （オンライン）
13 1月15日 グループワーク4 【中間発表会】（オンライン） 志村真紀・山崎満広・矢吹剣一

14 1月22日 グループワーク5
15 1月29日 グループワーク6

16 2月5日 最終発表会
ゲスト：高見沢実
志村真紀・山崎満広・矢吹剣一

＊2月15日（木）午後：地域連携シンポジウム 第２部にてグループワーク優秀チームの発表

※課題図書：
授業日までに書籍を読んで、
LMS上に感想を提出してください。
・ゼロからの「資本論」：
斉藤幸平,NHK出版新書,2023

（2023年度の）
講義スケジュール

グループワーク1：シナリオ・プランニング
グループワーク2：グループ結成
グループワーク3：対象地設置・ロジックモデルの仮策定
グループワーク4：客観的なデータの収集・調査・分析
グループワーク5： 【中間発表会】
グループワーク6：ロジックモデルの策定（骨太なロジックモデルに一本化する）
グループワーク7：政策・事業スキームの検討
グループワーク8：最終発表会に向けた最終調整



オープン・イノベーション


